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大学病院と公立病院における小児科看護師の発熱対処行動

一冷却ジェルシートに関する知識と発熱児への対応一

細野恵子，岩元純'）
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本研究は，小児看護に携わる看護師の冷却ジェルシートに関する知識と発熱児への対応の現状および勤務病院によ

る違いを明らかにし，発熱児への看護の妥当性を検討する目的で行った。北海道内の国公立病院の看護師452名を対

象に、発熱に関する知識の程度と認識，発熱児への観察および介入方法を自記式質問紙により調査した。解熱効果の

期待できない冷却ジェルシートの使用割合は約３割であった。また，大学病院群の方が公立病院群よりも冷却ジェル

シートの使用割合は高く，発熱温度に関係のない多用傾向が認められた。冷却ジェルシートの多用傾向の背景には発

熱に関する知識の程度や育児経験の関連が示唆された。

キーワード：冷却ジェルシート，小児科看護師，発熱対処行動，大学病院，公立病院

｜・緒言

子どもの発熱は小児期に頻繁に出現する症状の－つであることから，発熱児に関する研究は数多く報告さ

れてきた')－６)･Schmitt7)が発熱に強い恐怖心を抱く母親を「発熱恐怖症」と命名して以来，特に母親に関

するものは多岐にわたって示されてきた8)-,,)。一方，子どもや母親の身近な存在である小児科の看護師の

発熱管理に関する研究はほとんどみられない。

本研究の目的は，小児看護に携わる看護師の冷却ジェルシートに関する知識と発熱児への対応の現状およ

び勤務病院による違いを明らかにし，発熱児への看護の妥当性を検討することである。

１１．研究方法

１．対象施設および対象者

対象施設は小児科の入院病棟をもつ北海道内の大学病院３施設,公立病院17施設の合わせて20施設とした。

対象者は，先の国公立病院に勤務し小児看護の経験のある看護職とした。

２．倫理的配慮

対象施設の看護責任者には，事前に文書および口頭で研究の主旨と調査内容を説明し，調査協力の依頼を

行い承諾を得た。調査対象者には文書を通じて研究の主旨・内容および方法を説明するとともに，本人の棒

-１５－ 



利の尊重と調査協力への任意性を確保すべ〈，調査協力の拒否・辞退により不利益の生じないこと，得られ

たデータは全て統計学的に処理し個人が特定される可能性のないこと，研究目的以外には使用しないことを

伝えた。なお，承諾の確認については，調査票の記載・返却のあったことにより承諾が得られたものと判断

した。

３．調査方法

調査方法は，自記式質問紙法とした。調査用紙は郵送により各施設の看護責任者を通じて該当部署の看護

師に配布され,，配布から回収までの期間は約７～10日間程度とした。回答後の調査用紙は各自で個別封入を

行い，それらを一括郵送にて返送してもらった。

４．測定用具

調査用紙は，先行研究')-6)を参考に検討したオリジナルなもので，多肢選択法によるものである。主な

調査の視点は，発熱に関する知識の程度と認識，発熱児への観察および介入方法等である。

５．分析方法

統計学検定はクロス集計，Mam-WhitneyのU検定により各事象の比較。解析を行い，ｐ＜００５を有意水準

とした。データの解析にはSPSS140Jibrwindowsを使用した。

６．調査期間

本調査期間は，平成17年10月～平成18年８月までである。

表1．対象者背景及び勤務病院別内訳（無く0.05）

mean±Ｓ、（%）
111．結果

１．回収率

対象の20施設への配布数は573部，回収数は483

部（回収率84,3％)，有効回答数は452部（有効回

答率93.6％）であった。勤務病院による内訳は，

大学病院83部（以下，大学群とする)，公立病院

369部（以下，公立群とする）であった。

２．対象者の背景

看護師の平均年齢は37±1０（mean±SD）歳で，

,性別は女性445名（98.5％)，男性7名（15％）で

あった。最終学歴は大学院2名（0.4％)，大学３６

名（8.0％)，短大34名（７５％)，専門学校340名

（75.2％)，高校31名（6.9％)，中学9名（2.0％）

であった。看護資格は保健師31名（６９％)，助産

肺52名（11.5％)，看護師302名（66.8％)，准着護

師67名（14.8％）であった。小児看護の平均経験

年数は対.象者全体で4.3±4.7年で，２ケ月～34年

までの幅がみられた。勤務病院別では大学群

3.9±３４年，公立群45年±５０年で，有意な差は認

められなかった。子育て経驍有の割合は対象者全

体では55.3％であった。勤務病院別では大学群

25.3％，公立群62.2％で，有意な差が認められた

（Ｐ＜0.001)。対象者全体の背景および勤務病院

別の内訳は表１に示す通りである。

３．発熱時の看護師の観察点

発熱時における看護師の観察の視点(複数回答）

は，活気91.8％，機嫌84.7％，四肢末梢温73.0

対象者｜大学群公立群

(､=452）．｜（､=83）（n=369〕

年齢 ３７．３±１０．３１３３．２±９．２３８－２±１０．４ 

性別女性’445(98.5）’７８(94.0）３６６(99.5〕

男性’’７(1.5）’５(6.0）２(0.5）

学歴大学院１２(0.4）’１(1.2）１(0.3）

大学’３６(8.0）’３０(36.1）５(1.4）

短大’３４(7.5）’１０(12.0）２４(6.5）

専門学校’340(75.2）’４２(506）298(81.0）

高校’３１(6.9） 31(8.4〕6 

中学’９(2.0） 9(2.4） Ｕ 

看護資格保健師’３１(6.9）’２１(25.3）９(2.4）

助産師’５２(11.5）’２(２４）５０(13.6）

看護師’302(66.8）’６０(723）242(65.8）

准看謎師１６７(14.8） 67(18.2） Ｕ 

経験年数 4.3±４．７１３．９±３４４－５±５０ 

子育て経験 250(55.3）’２１(25.3）229(62.2)＊ 
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図１．発熱時の看護師の観察点
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大学病院と公立病院における小児科看護師の発熱対処行動

一冷却ジェルシートに関する知識と発熱児への対応一

％の順に多かった

台では活気78.2％，

を占めた（図２)。

(図１）。体温別にみていくと，３７℃台では活気687％，機嫌67傭7％，腋窩温47.8％，３８℃

機嫌70.7％，四肢末梢温64.3％，３９℃台では活気73.2％，尿量70.1％，顔色69.2％が上位

勤務病院別の内訳は図３に示す通りである。
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４．発熱時の看護師の対処行動

発熱児に対する看護師の対処行動（複数

回答）を体温別にみていくと，３７℃台では

飲水（水・茶）54.0％，氷枕貼用330％，

ジェルシート貼付30.8％，３８℃台では氷枕

貼用752％，飲水（水・茶）69.9％，安静

54.2％，３９℃台では解熱剤使用81.2％，氷

枕貼用750％，受診の勧め69.0％が上位を

占めた（図４)。勤務病院別の内訳は図５

～図７に示す通りである。
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５，発熱時における看護師の冷却ジェルシートの使用状況

看護師の発熱時の対処行動における冷却ジェルシートの使用状況を勤務病院別にみていくと，大学群では
37℃台37.3％，３８℃台36.1％，３９℃台34.9％と，いずれも35％前後を占め，体温による大きな違いはみられ
なかった。一方，公立群では37℃台29.3％，３８℃台27.1％，３９℃台23.0％と，２５％前後ではあるが，体温の

上昇に伴う減少傾向が示された（図

８)。両群の差を比較すると，３９℃台

で大学群は公立群に比して有意に高

い(p=0.0264)使用割合が認められた。
６．発熱に関する知識の情報源

発熱に関する知識の情報源（複数

回答）は看護師692％，専門書60.0％，

医師50.4％が上位を占めた（図９）。

勤務病院別の内訳は図10に示す通り

である。
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用状況は，予想に反して比較的高い

割合が明らかになった。発熱温度別

に違いはあるものの，大学群では

35％前後，公立群では26％前後とい

う高値が示された。特に大学群では，

発熱温度に関係のない多用傾向が認
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大学病院と公立病院における小児科看護師の発熱対-処行動
一冷却ジェルシートに関する知識と発熱児への対応一

められ，発熱温度別における両群の比較では，３９℃台で大学群の方が公立群に比して有意に高い使用割合が

示された。

冷却ジェルシートは爽快感やリラックス効果は得られるものの，解熱効果は期待できない20)-22)といわれ

ている。公立群では体温上昇に伴い使用割合の減少傾向を示すが，大学群は温度別の変動は認められない。

解熱効果の期待できない冷却ジェルシートを看護師が使用するのであれば，意図的に「気`休め」を目的とし

ているのか，あるいは「知識の欠如」によって使用しているのかを区別する必要がある。大学群における使

用率の高さや発熱温度に関係のない多用傾向から，解熱目的の「基礎的な対処」という意図が推測される。

一方，公立群では体温上昇に伴う使用割合の減少傾向が示されており，解熱効果のないことが多少わかった

上での「気休め」という意図が推測される。大学群における高値の要因としては，公立群に比して子育て経

験割合が有意に少なかったことが関連していると推測され，小児看護においては育児を含めた経験に基づく

知識の活用も有効と思われる。しかし，冷却ジェルシートの使用割合の数値が看護師の知識を反映するもの

であれば，発熱時の対処行動に関する知識の見直しが必要と思われる。なぜなら，発熱に関する知識の情報

源として専門書は上位に挙げられるものの，その割合は６割に留まり，研修や学術学会等は５％弱という低

値であり，卒後教育の機会が著しく乏しいことが挙げられる。今後は，解熱効果は期待できない冷却ジェル

シートの使用目的の確認とともに，使用動機の心理的背景が判断にどのような影響を及ぼしているのかを明
ジ

らかにする必要があると思われる。

Ｖ・・まとめ

解熱効果が期待できない冷却ジェルシートの使用割合は約３割を占め，大学病院群の方が公立病院群より

も使用割合は高く，発熱温度に関係のない多用傾向が認められた。冷却ジェルシート多用傾向の背景には，
発熱に関する知識の程度や育児経験の有無などの要因が関連することが示唆された。
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